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２
０
２
３
年
、
韓
国
の
保

険
業
界
は
保
険
負
債
の
時
価

評
価
と
発
生
主
義
の
収
益
・

費
用
認
識
を
根
幹
と
す
る
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
（
保
険
契

約
）
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
９
号

（
金
融
商
品
、
以
下
、
「
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
」
と
総
称
す

る
）
を
採
用
し
た
。
同
時

に
、
規
制
当
局
は
経
済
価
値

ベ
ー
ス
の
新
し
い
資
本
規
制

（
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
も
導
入
し

た
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
規
制

の
枠
組
み
は
、
韓
国
の
保
険

会
社
の
財
務
諸
表
は
も
ち
ろ

ん
、
事
業
戦
略
や
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。

　
日
本
で
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17

号
の
適
用
は
任
意
で
あ
る

が
、
25
年
か
ら
経
済
価
値
ベ

ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
制
度

（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
）
の
導
入
が
予
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
し
早

く
制
度
を
施
行
し
た
韓
国
の

事
例
か
ら
示
唆
点
を
探
っ
て

み
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号

導
入
に
伴
う
財
務

諸
表
上
の
変
化

　
新
制
度
を
導
入
し
た
後
、

初
め
て
公
表
さ
れ
た
韓
国
保

険
業
界
の
決
算
資
料
に
よ
る

と
、
多
く
の
会
社
が
過
去
最

高
の
当
期
純
利
益
と
安
定
し

た
支
払
余
力
を
報
告
し
た
。

　
利
益
が
急
増
し
た
理
由
と

し
て
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
は
、
導
入
数
年
前
か
ら
の

収
益
性
の
高
い
保
障
性
商
品

の
拡
大
に
よ
る
保
有
お
よ
び

新
契
約
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ジ
ン

（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）
の
増
加
で
あ

る
。
Ｃ
Ｓ
Ｍ
と
は
、
将
来
提

供
さ
れ
る
保
険
サ
ー
ビ
ス
か

ら
創
出
さ
れ
る
利
益
の
現
在

価
値
と
定
義
さ
れ
る
。
最
初

は
前
受
収
益
、
つ
ま
り
負
債

と
し
て
計
上
さ
れ
、
そ
の

後
、
保
険
期
間
中
に
償
却
さ

れ
な
が
ら
収
益
と
し
て
認
識

さ
れ
る
。
一
方
、
保
険
契
約

の
獲
得
に
直
接
起
因
す
る
新

契
約
費
の
繰
延
期
間
が
７
年

か
ら
保
険
期
間
に
延
長
さ
れ

た
こ
と
も
、
当
期
純
利
益
の

増
加
に
与
え
た
影
響
は
少
な

く
な
い
。

　
金
利
の
上
昇
に
よ
る
資
産

の
減
少
よ
り
も
時
価
評
価
後

の
負
債
の
減
少
が
大
き
か
っ

た
た
め
、
当
初
の
懸
念
と
は

裏
腹
に
資
本
も
増
加
し
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
資
本
基

盤
を
強
化
す
る
た
め
の
保
険

会
社
の
持
続
的
な
努
力
と
と

も
に
、
業
界
へ
の
急
激
な
シ

ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
に
設
け

ら
れ
た
緩
い
経
済
的
前
提
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
が
調

和
し
た
結
果
だ
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
高
金
利
環
境
が

最
大
の
追
い
風
と
な
っ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ

う
。

　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
の
導
入

以
来
、
新
契
約
Ｃ
Ｓ
Ｍ
は
最

も
重
要
な
収
益
性
指
標
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
に

伴
い
販
売
戦
略
も
変
化
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
保
障
性
商

品
の
比
重
が
さ
ら
に
増
え
て

い
る
中
、
第
三
分
野
市
場
で

の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
銀
行
窓
販
は
衰

退
し
、
独
立
代
理
店
チ
ャ
ネ

ル
が
よ
り
拡
大
し
て
い
る
。

　
資
産
運
用
環
境
も
変
化
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
以
前
は

そ
の
他
包
括
利
益
（
Ｏ
Ｃ

Ｉ
）
と
し
て
貸
借
対
照
表
の

資
本
項
目
だ
け
に
反
映
さ
れ

て
い
た
有
価
証
券
か
ら
の
含

み
損
益
が
、
今
は
損
益
計
算

書
を
通
る
可
能
性
が
生
じ
た

の
で
、
そ
の
分
純
利
益
の
変

動
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
新
し
い
会
計
基

準
の
下
で
は
、
資
産
運
用
に

お
け
る
利
益
の
最
大
化
よ
り

も
、
金
利
リ
ス
ク
や
投
資
損

益
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
管

理
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な

課
題
に
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号

適
用
後
の
財
務
実

績
に
関
す
る
論
争

　
過
去
１
年
間
の
韓
国
保
険

業
界
の
好
調
な
財
務
実
績
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
論
争
が

起
こ
っ
た
。
新
契
約
費
の
繰

延
償
却
期
間
の
拡
大
に
よ
る

費
用
減
少
効
果
や
業
界
全
般

の
保
険
事
故
発
生
率
が
改
善

さ
れ
た
部
分
は
あ
っ
た
が
、

根
本
的
な
体
力
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
会
計
制
度
の
変
更
に

よ
り
実
績
が
改
善
さ
れ
た
よ

う
に
見
え
る
錯
視
効
果
だ
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
原
則

し
か
存
在
せ
ず
、
算
定
方
法

が
曖
昧
な
こ
と
を
利
用
し

て
、
保
険
会
社
が
過
度
に
保

守
的
ま
た
は
楽
観
的
な
前
提

を
適
用
し
、
結
果
と
し
て
純

利
益
ま
た
は
資
本
額
の
水
増

し
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
見
方
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
韓
国
の
規
制

当
局
で
あ
る
金
融
監
督
院

（
Ｆ
Ｓ
Ｓ
）
は
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
の
割
引
率
と
特
定

商
品
の
損
害
率
お
よ
び
解
約

・
失
効
率
の
前
提
設
定
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表

し
た
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

の
原
則
主
義
の
考
え
方
に
反

す
る
も
の
の
、
負
債
の
公
正

価
値
評
価
の
た
め
の
最
低
基

準
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
。

　
特
に
割
引
率
に
関
し
て

は
、
当
初
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号

の
本
格
的
な
議
論
が
始
ま
っ

た
低
金
利
時
代
に
設
け
ら
れ

た
方
法
論
な
ど
が
高
金
利
基

調
下
で
施
行
さ
れ
る
に
つ

れ
、
過
度
に
保
険
会
社
に
有

利
な
方
向
に
働
い
た
側
面
が

あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
経
済

的
な
実
質
か
ら
か
け
離
れ
て

し
ま
っ
た
割
引
率
に
つ
い
て

は
、
27
年
ま
で
に
段
階
的
に

正
常
化
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
当
面
、
24
年
に
は
、
終

局
フ
ォ
ワ
ー
ド
レ
ー
ト
（
Ｕ

Ｆ
Ｒ
）
の
引
き
下
げ
と
流
動

性
プ
レ
ミ
ア
ム
の
縮
小
に
加

え
、
最
終
観
測
可
能
年
限

（
Ｌ
Ｏ
Ｔ
）
も
20
年
か
ら
30

年
へ
と
延
長
さ
れ
る
の
で
、

最
良
推
定
負
債
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
）

は
増
加
し
当
期
純
利
益
は
減

少
す
る
可
能
性
が
高
い
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
導
入
か

ら
１
年
後
の
現
況

　
日
本
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
・

マ
ー
ジ
ン
比
率
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）

規
制
と
同
様
に
、
資
産
（
時

価
）
と
負
債
（
簿
価
）
の
評

価
が
非
対
称
で
あ
り
、
金
利

リ
ス
ク
を
適
切
に
反
映
で
き

な
い
と
い
う
既
存
制
度
の
限

界
が
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
導
入
し

た
根
本
的
な
理
由
だ
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
新
制
度
の

枠
組
み
は
い
ず
れ
も
国
際
資

本
基
準
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
を
ベ
ー

ス
と
し
て
お
り
、
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ

Ｓ
は
25
年
度
に
導
入
予
定
の

日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
と
ほ
ぼ
同
じ

体
制
だ
。

　
23
年
９
月
末
時
点
で
業
界

全
体
の
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
比
率
は

２
２
４
・
２
％
だ
っ
た
が
、

新
制
度
が
安
定
す
る
ま
で
の

10
年
間
、
段
階
的
に
適
用
す

る
移
行
措
置
が
反
映
さ
れ
た

結
果
だ
。
移
行
措
置
が
な
け

れ
ば
、
全
体
の
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ

比
率
は
２
０
１
・
８
％
と
な

り
、
７
社
が
規
制
当
局
の
勧

告
で
あ
る
１
５
０
％
を
満
た

さ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ

の
う
ち
４
社
は
業
務
改
善
命

令
の
対
象
に
な
る
可
能
性
の

あ
る
１
０
０
％
を
下
回
っ

た
。

　
負
債
に
対
す
る
時
価
評
価

シ
ス
テ
ム
へ
の
ソ
フ
ト
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
好
意
的

な
割
引
率
の
適
用
以
外
に

も
、
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
対
す
る

別
途
の
移
行
措
置
も
段
階
的

に
正
常
化
さ
れ
て
い
く
予
定

だ
。
こ
の
場
合
、
結
果
と
し

て
所
要
資
本
（
リ
ス
ク
量
）

は
増
加
し
、
適
格
資
本
は
減

少
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
の

条
件
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
単

純
に
業
界
全
体
の
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ

Ｓ
比
率
は
24
年
末
ま
で
に
約

10
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
管

理
の
重
要
性
が
増
加

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

韓
国
の
保
険
会
社
は
、
共
同

再
保
険
を
含
む
金
融
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
再
保
険

の
活
用
に
ま
す
ま
す
関
心
を

寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
相
対
的
に
弱
い
保
険
会

社
は
、
主
に
劣
後
債
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
証
券
な
ど
を
利
用

し
て
適
格
資
本
を
強
化
し
て

き
た
。
し
か
し
、
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ

Ｓ
導
入
後
、
リ
ス
ク
量
の
削

減
に
加
え
、
自
己
資
本
や
、

さ
ら
に
は
会
計
上
の
期
間
損

益
の
変
動
を
抑
制
す
る
た

め
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
や
再
保

険
を
活
用
す
る
戦
略
が
よ
り

積
極
的
に
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　
例
え
ば
、
大
量
解
約
リ
ス

ク
に
よ
る
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
比
率

へ
の
影
響
を
抑
え
る
た
め

に
、
短
期
的
に
再
保
険
を
使

う
事
例
が
23
年
に
多
数
発
生

し
た
。
大
量
解
約
リ
ス
ク
を

再
保
険
会
社
に
移
転
す
る
こ

と
で
、
所
要
資
本
の
低
減
だ

け
で
な
く
、
貸
借
対
照
表
の

負
債
項
目
で
あ
る
リ
ス
ク
マ

ー
ジ
ン
（
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｅ
）
も
減

り
、
最
終
的
に
適
格
資
本
も

増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ

る
保
険
会
社
は
、
大
量
解
約

リ
ス
ク
を
吸
収
す
る
目
的
と

し
て
再
保
険
を
利
用
し
た
結

果
、
Ｋ
―
Ｉ
Ｃ
Ｓ
比
率
を
10

ポ
イ
ン
ト
以
上
引
き
上
げ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
市
場
金
利
が
一
定
水
準

以
下
に
下
が
る
と
、
大
量
解

約
リ
ス
ク
に
対
す
る
懸
念
が

和
ら
ぎ
、
再
保
険
に
よ
る
リ

ス
ク
移
転
の
必
要
性
も
減
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　
収
益
と
費
用
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
発
生
主
義
基
盤
の
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
の
導
入
に
よ

り
、
保
険
損
益
は
比
較
的
に

安
定
的
に
な
っ
た
が
、
前
述

の
通
り
損
益
計
算
書
に
含
み

損
益
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
投
資
損
益
の

変
動
性
は
高
く
な
っ
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、
金
利
リ
ス
ク

が
損
益
に
直
接
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
伴
い
、
損
益
計
算

書
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
管

理
す
る
た
め
に
も
再
保
険
の

役
割
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て

い
る
。

　
韓
国
は
保
険
会
社
の
Ａ
Ｌ

Ｍ
を
支
援
す
る
た
め
、
24
年

２
月
か
ら
30
年
国
債
先
物
を

導
入
し
た
。
し
か
し
、
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
を
利
用
し
て
資
産

の
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
伸
ば

す
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

再
保
険
を
活
用
し
て
負
債
の

デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
保
険
リ
ス
ク
も

移
転
す
る
試
み
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

ど
の
よ
う
な
再
保
険
構
造
が

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
改
善
の
効
果

を
最
大
化
す
る
か
綿
密
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本

の
場
合
、
す
で
に
ア
ジ
ア
で

最
も
活
発
な
共
同
再
保
険
市

場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、

25
年
Ｅ
Ｓ
Ｒ
導
入
後
、
資
本

お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
目
的
の

再
保
険
に
対
す
る
需
要
は
さ

ら
に
増
え
る
と
考
え
ら
れ

る
。結

論
　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
17
号
と
Ｋ
―

Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
同
時
に
導
入
す
る

ま
で
の
長
い
準
備
期
間
の

中
、
韓
国
の
保
険
業
界
は
さ

ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
を
重
ね

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
過
程
の
中
で
幸
い
に

も
、
成
果
指
標
、
経
営
戦

略
、
運
営
体
系
な
ど
が
利
益

の
変
動
性
を
減
ら
し
、
よ
り

効
率
的
な
資
本
管
理
体
制
を

整
え
る
方
向
に
継
続
的
に
進

化
し
て
い
る
。
日
本
と
類
似

点
が
多
い
韓
国
保
険
業
界
の

新
し
い
会
計
基
準
と
ソ
ル
ベ

ン
シ
ー
制
度
の
施
行
を
め
ぐ

る
初
期
の
経
験
、
さ
ま
ざ
ま

な
論
議
や
課
題
な
ど
が
少
し

で
も
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

◇

　【
盧
東
旭
（
ノ
ウ
・
ド
ン

ウ
ク
）
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

韓
国
の
西
江
大
学
卒
業
。
韓

国
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
会
正
会

員
。
韓
国
お
よ
び
日
本
の
保

険
業
界
で
25
年
超
の
経
験
を

有
す
る
。
22
年
Ｒ
Ｇ
Ａ
入

社
。

経
済
価
値
ベ
ー
ス
新
制
度
導
入
後
の
韓
国
保
険
業
界
動
向

アラウンド・ザ・ワールド

執筆者
Ｒ
Ｇ
Ａ
日
本
支
店
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

商
品
リ
サ
ー
チ
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

�

盧
東
旭（
ノ
ウ
・
ド
ン
ウ
ク
）

盧氏

第99回　
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
99
回

目
は
、
昨
年
、
国
際
財
務
報
告
基
準
と
新
資
本
規
制
を

同
時
に
導
入
し
た
韓
国
保
険
業
界
の
動
向
を
考
察
す

る
。
韓
国
の
先
行
事
例
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
？

（
Ｒ
Ｇ
Ａ
再
保
険
会
社
提
供
）

韓
国
の
新
た
な
会
計
基
準
と
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
制
度
導
入


